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№ よみ アクセスマップ

枝⑥ 名称 所在地

分類

所在市町村

所在地補足

構造・仕様等

規格・法量等

該当年代

文化財指定

説明

公開情報

参考資料

関連サイト

写真 美術工芸品

　宗谷遺産アーカイブ　

こんどうそうちょくとう https://maps.app.goo.gl/JJ3gqWwBfWH7q8pd8

金銅装直刀 オホーツクミュージアムえさし
枝幸郡枝幸町三笠町１６１４－1

枝幸町

国道４０号線沿い・ホテルニュー幸林隣り

鋒両刃・刀身は鉄製・刀装具は銅製に鍍金（金銅装）

長さ４９．５㎝（刃長３８．２㎝）

オホーツク文化期後期（８世紀後半～９世紀初頭）

未指定

目梨泊遺跡　第４２号土壙墓副葬品・金銅装直刀 https://www.esashi.jp/tourism/guide/museum.html

オホーツク文化期最大級の交易拠点のひとつ、「目梨泊遺
跡」から出土した黄金に輝く刀です。反りのない「直刀」で、刀
装具は銅製に鍍金し、鞘と把は「蒔絵」で飾られていました。
蒔絵とは漆の表面に金や銀などの金属の粉を蒔いて研ぎだ
した我が国の伝統工芸です。この刀では、当時は希少な金属
とされた「錫」の粉が蒔かれていました。奈良時代のおわりか
ら平安時代の初頭にかけて、オホーツク文化との人々と本州
の律令国家との交流をしめす貴重な資料です。
また、この刀は地元、枝幸高等学校との共同調査の際に高校
生が見つけ出しました。

オホーツクミュージアムえさし常設展示

高畠孝宗2023「目梨泊遺跡出土刀剣の意義」『季刊考古学別冊42・
北海道考古学の最前線』雄山閣


